




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































﹃民間信仰﹄ ﹂ ︵ ﹃論集﹄第三〇号
二〇〇三年︶
などの
日本語論文
に
加
え
、韓国語︵ ﹁日本
民間信仰概念
의
成立
과그
展開﹂ ﹃韓国民俗学﹄二九号
一九九七年︶
や
中国語︵ ﹁ ＂民間信仰＂概念在日本的形
成及其演変﹂ ﹃民俗研究﹄一九九八年第三期︶
でも
発表
され
、東
アジアにおける
斯分野
での
研究交流
の
進展
に
貢献
されています
。付言
すれば
、鈴木先生
は
韓国、中
国、
インドネシア
、
モンゴルなどの
研究者
と
深
い
交流
を
続
けられており
、
とりわけインドネシア
大学
や
東南
大学
では
何度
にもわたって
集中講義
を
行
っています
。
近年
の
先生
のご
活躍
については
、東日本大震災以
降
の
動向
に
触
れないわけにはいかないでしょう
。先生
は
震災直後
から
、
かねてよりの
知己
であった
医師
の
岡
部健氏、谷山洋三氏︵現 東北大学文学研究科実践宗
九123
教学寄附講座准教授︶
らと
協力
して
、宮城県内
の
様々
な
宗教者
たちによる
超宗教・宗派的
な
被災者支援組織
﹁心
の
相談室﹂
の
立
ち
上
げに
関
わり
、
その
後
も
事務局
長
としてその
活動
を
支
えてこられました
。国立大学法
人
である
東北大学
が
事務局
として
中立的立場
で
諸宗教
の
間
に
立
つことで
、様々
な
宗教
が
手
を
取
り
合
い
、自分
の
宗教
の
布教
ではなく
困難
の
中
にある
人々
の
支援
をお
こなうというこの
枠組
みは
学会
のみならず
多方面
に
大
きな
反響
を
呼
びました
。
またこの
活動
の
中
から
、
さまざまな
信仰
をもった
人々
の
宗教的
ニーズに
適切
に
答
えることのできる
人
材﹁臨床宗教師﹂養成
というアイデアが
生
まれると
、
先生
はそれについての
基礎研究
と
養成
の
場
を
東北大学
文学研究科内
に
作
ろうと
奔走
されました
。
その
活動
が
実
を
結
び
、二〇一二年度
から
東北大学文学研究科
では
じめての
外部資金
による
寄附講座﹁実践宗教学寄附講
座﹂
が
開設
される
運
びとなりました
。鈴木先生
は
同講
座
の
兼任教授
を
務
められ
、
その
維持
と
発展
にまさに
全
身全霊
をもって
打
ち
込
んでこられました
。
そのような
先生
のご
努力
は
次第
に
実
を
結
びつつあり
、二〇一七
年一月現在、一〇回
の
臨床宗教師研修
が
実施
され
、
一五二名
の
宗教者
がそのプログラムを
修了
していま
す
。
また
同様
のプログラムは
他大学
にも
広
がり
、全国
規模
の
日本臨床宗教師会
や
六
つの
地区
ブロックごとの
会
もつくられました
。各地
の
病院
などで
雇用
される
臨床宗教師
も
増
え
、活躍
の
場
も
年々拡大
しつつありま
す
。先生
は
実践面
でこれらの
活動
を
支
えられただけでな
く
、
これまで
日本各地
や
東北
で
積
み
重
ねてこられたご
研究
を
存分
に
生
かし
、活動
の
意義
や
課題
について
理論
的
に
考察
されてもきました
。
そのような
研究
としては
まず
、東日本大震災
の
被災地
における
死者
の
問題
をあ
げることができるでしょう
。震災
で
亡
くなった
方々
の
仮埋葬
をめぐる
問題︵ ﹁東日本大震災
の
土葬選択
にみる
死者観念﹂座小田豊・尾崎彰宏編﹃今
を
生
きる
　
１人
間
として
﹄東北大学出版会、二〇一二年︶
や
慰霊施設
︵ ﹁東日本大震災
による
被災死者
の
慰霊施設﹂村上興
匡・西村明編﹃慰霊
の
系譜︱死者
を
記憶
する
共同体﹄
森話社、二〇一三年︶怪異譚︵ ﹁震災被災地
における
怪
異
の
場﹂ ﹃口承文芸研究﹄第三八号、二〇一五年︶
など
は
、震災後
の
被災社会
における
宗教的
ニーズをこの
地
域
で
長年研究
されてきた
先生
ならではの
視点
から
明
ら
かにされたものです
。
鈴木先生
はたいへん
気
さくで
誰
からも
好
かれ
、
どこ
の
学会
に
出
かけても
自然
と
先生
を
中心
に
様々
な
大学
の
教員
や
院生
が
集
まり
人垣
ができていました
。先生
の
講
一〇
義
はいつも
平明
な
言葉
を
用
いつつも
問題
の
本質
を
鋭
く
突
いており
、
ユーモアに
満
ちた
先生
の
語
り
口
に
教室
は
大勢
の
学生
の
笑
い
声
にあふれていました
。先生
のご
研
究
とお
人柄
を
慕
って
宗教学研究室
へと
入学進学
した
学
生
も
多
く
、
そこからは
数多
くの
優
れた
社会人
や
研究者
が
世
に
巣立
っていきました
。
このようにいつも
研究室
の
活動
の
中心
にいた
鈴木先生
がご
退職
されることは
、
寂
しさを
通
り
越
して
想像
すらつかないあり
得
ない
出来
事
に
思
えます
。一方、先生
の
研究
や
活動
の
一人
のファ
ンとしては
、
もともと
研究科
や
研究室
のような
窮屈
な
枠
に
収
まらない
先生
の
本領
が
、新
たな
活躍
の
場
で
存分
に
発揮
されることが
楽
しみでもあります
。先生
のこれ
までのご
指導
に
感謝
を
申
し
上
げるとともに
、今後
のま
すますのご
活躍
とご
健勝
をお
祈
りいたします
。
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